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平
成
十
年
度

轄
馬
岳
遭
繕
会
報
告

平
成
十
年
度
予
算
並
び
に
平
成
十
年
度

補
助
金
等
の
内
訳
案
　
（
第
四
号
議
案
）

と
と
も
に
一
括
審
議
さ
れ
、
提
案
通
り

に
承
認
が
行
わ
れ
て
、
総
会
の
議
事
を

終
了
し
た
。

群
馬
県
山
岳
連
監

会
　
長
　
星
野
　
　
光

轄
馬
県
山
岳
連
盟
平
成
十
年
度
総
会

が
、
五
月
二
十
三
日
　
（
土
）
　
午
後
五
時

か
ら
弾
馬
県
民
会
館
五
階
第
六
・
七
会

議
室
に
理
事
お
よ
び
評
議
員
を
集
め
て

開
催
さ
れ
た
。

開
会
後
直
ち
に
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
岳
連
規
約
に
基
づ

き
、
理
事
会
か
ら
推
薦
を
受
け
て
い
た

会
長
星
野
　
光
、
副
会
長
田
中
成
幸
、

富
山
　
真
、
惇
田
正
也
各
氏
の
留
任
を

決
定
し
た
。

尚
、
五
期
十
年
間
、
副
会
長
の
任
に

あ
っ
て
活
躍
さ
れ
た
石
井
謙
一
郎
氏
は

退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

続
い
て
監
事
の
選
出
を
行
い
、
北
村

登
男
、
堀
口
貞
夫
両
氏
の
留
任
を
決
定
。

ま
た
、
事
務
局
に
つ
い
て
は
星
野
会
長

に
よ
り
引
き
続
き
女
屋
等
志
事
務
局
長
、

千
明
政
彦
事
務
局
員
が
選
出
さ
れ
、
就

任
し
た
。

こ
こ
で
総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
挨
拶

が
行
わ
れ
、
ま
ず
星
野
会
長
が
　
「
健
全

な
登
山
の
発
展
と
岳
連
事
業
の
推
進
の

た
め
に
、
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
と
い

う
つ
も
り
で
任
に
当
た
り
た
い
」
　
と
の

所
信
を
述
べ
、
ま
た
、
中
曾
根
弘
文
顧

問
は
　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
一
層
尽
力

し
た
い
。
岳
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
特

に
国
会
、
公
官
庁
、
海
外
、
救
急
時
と

い
っ
た
面
で
お
役
に
立
ち
た
い
」
　
と
挨

拶
を
行
っ
た
。

議
案
審
議
は
岳
連
規
約
に
従
い
会
長

を
議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
、
平
成
九
年

度
事
業
報
告
　
（
第
一
号
議
案
）
　
を
女
屋

事
務
局
長
が
議
案
書
に
よ
っ
て
各
部
ご

と
に
説
明
を
行
い
、
拍
手
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
平
成
九
年
度
会
計
収
支
決
算

報
告
並
び
に
平
成
九
年
度
基
金
調
書
報

告
　
（
第
二
号
議
案
）
　
が
会
計
担
当
の
富

山
副
会
長
に
よ
り
行
わ
れ
、
こ
れ
に
つ

い
て
既
に
実
施
さ
れ
た
監
査
結
果
が
、

北
村
・
堀
口
両
監
事
に
よ
っ
て
、
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
、
決

算
書
・
基
金
調
書
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

次
に
平
成
十
年
度
事
業
計
画
　
（
第
三

号
議
案
）
　
に
つ
い
て
女
屋
事
務
局
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
引
き
続
き
提
案
さ
れ
た

《
平
成
十
年
度
主
要
事
業
計
画
》

一
、
遭
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の

遭
難
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
、
救
助
活
動
及
び
救
助
隊

の
技
術
の
向
上
の
た
め
訓
練
を
行

な
う
。

二
、
国
体
へ
の
参
加
と
選
手
強
化

第
五
十
三
回
国
体
山
岳
競
技
関

東
地
区
大
会
　
（
栃
木
県
）
　
へ
の
参

加
と
、
か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体

（
神
奈
川
県
）
で
好
成
績
を
あ
げ
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
選
手
強
化
を

行
な
う
。

三
、
日
山
協
主
催
行
事
等
へ
の
参
加

と
各
会
の
交
流
促
進

日
山
協
行
事
等
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
各
会
と
の
交
流
を
深
め
、

研
修
会
参
加
等
に
よ
り
技
術
の
向

上
や
岳
人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
向

上
を
図
る
。

四
、
美
化
活
動
等
市
民
運
動
へ
の
参

n
H

尾
瀬
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
、

平
標
山
自
然
保
護
活
動
、
榛
名
山

黒
岩
周
辺
の
美
化
活
動
等
の
推
進

に
協
力
す
る
。

五
、
岳
連
会
報
の
発
行

『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
　
の
発
行
を
通

じ
、
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
と
啓

蒙
を
図
る
。

六
、
海
外
登
山

第
八
次
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を

計
画
す
る
。

七
、
第
九
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山
競

争
大
会
の
開
催

騨
馬
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田

昇
氏
の
業
績
を
後
世
ま
で
伝
え
る

た
め
、
登
山
の
基
本
で
あ
る
体
力

を
競
い
合
い
、
登
山
の
啓
蒙
・
普

及
・
発
展
の
一
助
と
す
る
登
山
競

争
大
会
を
開
催
す
る
。

開
催
期
日
　
十
月
四
日
　
（
日
）

会
場
　
武
尊
山
（
利
根
郡
川
場
村
）

八
、
第
二
十
二
回
県
民
登
山
大
会
の

開
催

「
県
民
の
日
」
　
制
定
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
一
般
県
民
か
ら

参
加
者
を
募
集
し
、
県
民
登
山
大

会
を
開
催
す
る
。

開
催
期
日
　
十
一
月
八
日
　
（
目
）

会
場
　
石
尊
山
周
辺
　
（
安
中
市
）

九
、
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開

催
指
導
員
会
及
び
遭
難
救
助
隊
が

主
管
し
て
、
一
般
会
員
を
対
象
に

登
山
技
術
講
習
会
を
開
催
し
、
併

せ
て
指
導
員
の
資
質
の
向
上
を
目

的
と
す
る
研
修
会
を
開
催
す
る
。

十
、
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
一
年
版

山
岳
写
真
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
製
・

販
売
な
ど
の
事
業
を
行
な
う
。
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《
平
成
1
0
・
1
1
年
度
　
群
馬
県
山
岳

連
盟
役
員
》

会
　
　
長

副
会
長

監
　
　
事

事
務
局
長

事
務
局
員

星
野
　
光

田
中
成
幸
、
冨
山
　
真
、

惇
田
正
也

北
村
登
男
、
堀
口
貞
夫

女
屋
等
志

千
明
政
彦

理
事
長
　
八
木
原
因
明

副
理
事
長
　
高
田
政
美
、
名
塚
秀
二

総
務
部
　
女
屋
等
志
、
水
野
金
太

郎
、
千
明
政
彦

編
集
部
　
羽
野
順
一
、
岡
安
茂
能

遭
難
対
策
部
　
松
永
幸
雄
、
清
水
裕
千
、

町
田
幸
男
、
小
暮
文
彦

登
山
指
導
部
　
阿
部
　
源
、
日
向
野
克

己
、
寺
田
　
勉
、
高
橋

守
男

海
外
登
山
部
　
名
塚
秀
三
、
佐
藤
光
由
、

後
藤
文
明
、
宮
崎
　
勉

国
体
部
　
角
田
二
三
男
、
大
山
洋

次
、
茂
木
　
稔
、
松
田

龍
彦
、
赤
松
久
宇

自
然
保
護
部
　
小
泉
俊
夫
、
寺
内
正
明
、

竹
山
繁
男

事
業
部
　
須
田
栄
一
、
長
谷
川
勇

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
　
加
藤
恒
夫
、
斉

藤
　
健
、
小
林
達
也

県
で
は
、
登
山
者
の
遭
難
防
止
対
策

の
充
実
と
自
然
保
護
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
十
年
度
か
ら
山
岳
団
体
な
ど
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
指
導
標
等
の
設

置
活
動
に
対
し
助
成
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

県
が
助
成
す
る
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

1
　
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
さ
れ
た
指

導
標
の
製
作

2
　
指
導
標
設
置
地
権
者
へ
の
交
渉

3
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
保
険

加
入
　
な
ど

な
お
、
指
導
標
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
活
動
は
無
償
と
し
ま
す
が
、
活

動
期
間
中
の
記
録
作
成
等
の
必
要
経
費

に
対
し
て
は
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

豊
富
な
登
山
経
験
、
技
術
、
知
識
を

生
か
し
た
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
お
り

ます。詳
し
い
内
容
は
、
辞
馬
県
観
光
物
産

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

弾
馬
県
観
光
物
産
課
調
査
指
導
係

〒
∽
「
T
∞
蜘
十
〇

前
橋
市
大
手
町
T
T
－

電
話
O
N
T
N
∽
∽
－
こ
こ内

線
∽
ト
調
∽
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まんぐ畠山

中
之
条
町
嵩
山
に
て
開
催

第
六
回
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
群
馬
カ
ッ
プ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
長
　
加
藤
　
恒
夫

第
6
回
大
会
は
、
趣
向
を
変
え
て
自

然
の
岩
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
、
中
之
条
町
の
　
「
嵩
山
」
　
の
岩

塔
で
、
平
成
十
年
四
月
十
二
日
　
（
日
）

に
行
い
ま
し
た
。
十
五
m
ほ
ど
の
前
傾

壁
に
二
本
の
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
オ
ン

サ
イ
ト
リ
ー
ド
方
式
と
し
ま
し
た
。
ル

ー
ト
は
、
A
ル
ー
ト
が
調
．
－
N
a
、
B
ル

ー
ト
が
u
L
N
J
程
度
で
、
上
級
者
を
対

象
と
し
た
大
会
と
し
た
た
め
、
参
加
者

は
十
四
人
で
し
た
。

過
去
三
回
ほ
ど
人
工
壁
を
利
用
し
て

大
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
既
設

の
壁
に
は
ス
ケ
ー
ル
的
に
問
題
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
新
た
に
壁
を
作
る
ほ
ど

予
算
や
労
力
が
無
い
こ
と
か
ら
、
か
ね

て
か
ら
目
を
付
け
て
い
た
岩
場
で
の
実

施
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

自
然
の
岩
場
で
実
施
す
る
場
合
の
問

題
点
は
、
①
当
日
の
天
候
②
前
日
等
の

雨
な
ど
で
も
悪
影
響
の
無
い
場
所
を
選

定
す
る
こ
と
③
わ
か
り
に
く
い
ル
ー
ト

を
極
力
避
け
る
④
ホ
ー
ル
ド
の
欠
落
の

対
策
⑤
ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
場
所
の
確

保
や
選
手
の
管
理
等
で
す
。
ま
た
、
オ

ン
サ
イ
ト
の
た
め
、
事
前
に
誰
か
登
ら

な
い
よ
う
未
発
表
エ
リ
ア
で
、
当
日
ま

で
場
所
は
非
公
開
と
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
前
傾
壁
で

雨
に
よ
る
　
「
し
み
だ
し
」
　
の
無
い
岩
場

を
選
び
ま
し
た
。
冬
の
問
コ
ツ
コ
ツ
と

エ
リ
ア
を
選
ん
で
何
本
か
の
中
か
ら
コ

ン
ペ
に
適
し
た
ル
ー
ト
を
選
び
出
し
ま

し
た
。
上
部
に
行
く
ほ
ど
難
し
く
な
り
、

参
加
者
の
う
ち
1
名
が
完
登
す
る
の
か

理
想
で
す
。
そ
の
た
め
、
B
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
下
部
に
難
し
い
ヶ
所
が
あ

っ
た
の
で
、
人
工
ホ
ー
ル
ド
を
3
個
付

け
足
し
た
り
、
上
部
に
テ
ラ
ス
が
あ
る

の
で
時
間
制
限
に
よ
り
、
あ
ま
り
休
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
選
手
が
迷
わ
な
い
よ
う
に
、

ホ
ー
ル
ド
を
チ
ョ
ー
ク
で
マ
ー
キ
ン
グ

し
ま
し
た
。
浮
石
や
ホ
ー
ル
ド
の
剥
離

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
接

着
剤
も
使
用
し
ま
し
た
。
ウ
オ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
エ
リ
ア
は
簡
単
な
ル
ー
ト
を

一
本
つ
く
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
不

十
分
で
し
た
。
問
題
は
天
候
で
す
が
、

こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
予

備
日
を
一
週
間
後
に
設
け
ま
し
た
。
残

念
だ
っ
た
の
は
、
山
の
中
な
の
で
多
く

の
人
に
観
戦
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
高

田
さ
ん
が
、
わ
ざ
わ
ざ
ビ
デ
オ
を
撮
り

に
来
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
競
技
の
方
で
す
が
、
予
想
で

は
、
い
つ
も
セ
ッ
タ
ー
に
ま
わ
っ
て
い

た
辞
馬
実
力
N
O
L
の
藤
野
選
手
の
優
勝

が
確
実
で
、
い
つ
も
手
堅
く
上
位
の
飯

塚
選
手
、
実
力
が
な
か
な
か
発
揮
で
き

な
い
日
野
選
手
が
そ
れ
を
脅
か
せ
る
か
、

女
性
唯
一
の
参
加
者
茂
木
選
手
が
ど
こ

ま
で
い
く
か
な
ど
が
話
題
の
中
心
で
し

た。
し
か
し
、
A
ル
ー
ト
最
初
の
完
登
者

は
、
予
想
外
の
倉
渕
村
出
身
の
土
屋
選

手
で
し
た
。
こ
れ
に
藤
野
選
手
が
ど
う

に
か
完
登
で
並
び
、
茂
木
、
日
野
、
飯

塚
、
田
中
選
手
の
順
で
続
き
ま
し
た
。

不
運
に
も
保
永
選
手
の
時
に
ス
タ
ン
ス

が
欠
け
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

り
、
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
い

う
こ
と
で
数
人
後
に
登
り
直
し
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

B
ル
ー
ト
は
、
中
間
部
の
パ
ワ
フ
ル

な
ム
ー
ブ
と
、
上
部
の
細
か
い
フ
ェ
ー

ス
が
核
心
の
ル
ー
ト
で
す
。
中
間
の
核

心
を
超
え
て
テ
ラ
ス
ま
で
来
た
の
は
、

金
子
、
飯
塚
、
日
野
、
土
屋
、
藤
野
の

各
選
手
で
、
完
登
目
前
で
土
屋
、
藤
野

両
選
手
が
同
着
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
急
遽
ス
ー
パ
ー
フ
ァ

イ
ナ
ル
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
運
営
に
思
い
の
ほ
か
時
間

が
か
か
り
、
さ
ら
に
雨
が
降
り
出
し
そ

う
に
な
っ
て
き
た
た
め
に
、
あ
わ
て
て

B
ル
ー
ト
の
人
工
ホ
ー
ル
ド
を
撤
去
し
、

さ
ら
に
ホ
ー
ル
ド
の
一
部
を
制
限
し
た

ル
ー
ト
で
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は
、

ル
ー
ト
が
難
し
く
な
り
す
ぎ
て
、
両
名

が
同
じ
場
所
で
フ
ォ
ー
ル
し
、
辞
馬
カ

ッ
プ
初
の
同
着
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

時
間
が
あ
れ
ば
も
う
少
し
い
い
ル
ー
ト

が
セ
ッ
ト
で
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
あ

た
り
が
自
然
の
岩
場
で
実
施
す
る
場
合

の
問
題
点
だ
と
思
い
ま
す
。
三
位
は
、

安
定
し
て
い
る
飯
塚
選
手
で
し
た
。

十
年
く
ら
い
前
は
、
コ
ン
ペ
と
い
う

と
自
然
壁
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
最
近

は
運
営
の
問
題
か
ら
人
工
壁
ば
か
り
に

工
壁
に
は
恵
ま
れ
な
い
が
、
自
然
の
岩

場
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た

コ
ン
ペ
を
通
し
て
新
た
な
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
エ
リ
ア
を
広
げ
て
い
く
の
も
良
い
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ル
ー
ト
設
定
は
、
コ
ン
ペ
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
ル
ー
ト
と
し
て
未

来
に
残
せ
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
A
ル
ー
ト
は
最
初
に
オ

ン
サ
イ
ト
し
た
土
屋
さ
ん
に
よ
り
　
「
ス

カ
イ
ハ
イ
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

B
ル
ー
ト
は
、
人
工
ホ
ー
ル
ド
を
撤
去

し
、
途
中
の
テ
ラ
ス
ま
で
が
初
登
さ
れ

て
ル
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
二
本
と
も

の
．
m
N
a
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
登
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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◎成年女子

第1位　小林きく代（前橋）

〔クライミング1位、縦走1位、踏査1位〕

第2位　法領田　恵（登商会）

〔クライミング2位、縦走2位、踏査2位〕

第3位　女屋寿美子（前橋）

〔クライミング1位、縦走3位、踏査3位〕

◎少年男子

第1位　渡辺

第2位　角田

第3位　斉藤

第4位　松本

第5位　加藤

第6位　植木

幸一（安　中　実）

寛之（沼　　田）

克哉（伊勢崎束）
建（高崎工）

基嗣（高　　崎）

則和（伊勢崎工）

◎少年女子

第1位　中沢　良枝（吾　　妻）

第2位　橋本美峰子（中　　央）

第3位　高橋明日香（渋川　女）

第4位　角田　雅恵（吾　　妻）

第5位　光山　由紀（渋川　女）

第6位　小渕　智子（渋川　女）

〔縦走1位、

〔縦走4位、

〔縦走2位、

〔縦走3位、

〔縦走5位、

〔縦走12位、

〔縦走2位、

〔縦走6位、

〔縦走5位、

〔縦走3位、

〔縦走9位、

〔縦走7位、

踏査3位〕

踏査2位〕

踏査7位〕

踏査8位〕

踏査10位〕

踏査4位〕

踏査2位〕

踏査1位〕

踏査3位〕

踏査5位〕

踏査4位〕

踏査8位〕
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（存）山とスキーの庸葎　躍
Drca調ROX

伊勢崎市富子町1819－1

TEL　0270－21－8025

FAX　0270－21－8026

本店（山情報基地）
伊勢崎市中央町18－8
TEL　0270－25－0272

本
年
十
月
下
旬
、
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る
第

五
十
三
回
国
民
体
育
大
会
山
岳
競
技
会
の
代
表
選

手
を
選
考
す
る
、
県
民
登
山
大
会
第
二
部
山
岳
競

技
会
は
、
四
月
十
九
日
　
（
日
）
　
沼
田
市
国
際
ま
す

釣
り
場
に
お
い
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
が
、
四
月

二
十
五
日
　
（
土
）
　
小
野
子
山
に
お
い
て
縦
走
競
技

が
、
ま
た
、
翌
二
十
六
日
　
（
日
）
　
同
地
に
お
い
て

踏
査
競
技
が
開
催
さ
れ
た
。
二
十
五
日
の
縦
走
競

技
は
冷
た
い
雨
が
降
る
悪
天
の
下
に
、
成
年
女
子

三
名
、
少
年
男
子
三
十
八
名
、
少
年
女
子
十
八
名

の
選
手
が
出
場
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

成
女
・
少
男
・
少
女
三
種
別
の
県
代
表
選
手
は
、

神
奈
川
国
体
へ
の
出
場
権
を
賭
け
て
、
七
月
二
十

四
日
～
二
十
六
日
、
栃
木
県
古
賀
志
山
塊
で
開
催

さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
に
挑
戦
す
る
。

本
大
会
成
績
上
位
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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県高校総体におけるザックの計量風景

まんぐ畠山

第
二
十
五
回
高
体
連

リ
ー
ダ
ー
冬
季
講
習
会

年
度
最
後
の
大
行
事
が
尾
瀬
・
富
士

見
峠
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
月
二
十

五
日
か
ら
二
十
八
日
の
問
、
岳
連
指
導

部
長
の
阿
部
　
源
氏
に
講
師
と
し
て
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
記
録
的

な
大
雪
、
今
年
は
極
端
に
少
な
い
積
雪

と
な
り
、
気
候
の
変
動
が
気
に
な
り
ま

す
。
参
加
者
は
、
生
徒
九
十
八
名
、
顧

問
三
十
二
名
と
少
な
め
で
し
た
が
、
充

実
し
た
内
容
で
し
た
。
尾
瀬
の
環
境
保

護
が
叫
ば
れ
る
中
、
こ
の
行
事
も
逆
風

で
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
尾
瀬
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、

自
然
保
護
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
も

な
り
ま
し
た
。

第
三
十
三
回

県
高
校
鰹
体

小
野
子
山
。
子
持
山

高
体
連
登
山
専
門
部
の
恒
例
の
県
総

体
が
、
五
月
十
六
～
十
八
日
、
小
野
子

山
・
子
持
山
で
開
催
さ
れ
、
伊
勢
崎
工

業
高
校
が
二
年
連
続
五
回
目
の
、
高
崎

女
子
高
校
が
二
年
連
続
六
回
目
の
優
勝

を
か
ざ
り
、
八
月
に
高
知
県
で
開
催
さ

れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。
新
島
学
園
高
校
も
男
子
二
位

と
健
闘
し
、
同
出
場
権
を
手
中
に
し
ま

し
た
。
予
選
の
部
、
一
般
の
部
と
も
、

年
度
始
め
の
充
実
し
た
大
会
と
な
り
ま

した。

第
九
回
　
山
田
昇
記
念
杯

登
山
競
争
大
会
（
予
報
）

男
　
子

1
位

2
位

3
位

4
位

5
位

6
位

女
　
子

1
位

2
位

3
位

伊
勢
崎
工
業
高
校

新
島
学
園
高
校

渋
川
工
業
高
校

前
橋
高
校

安
中
実
業
高
校

館
林
高
校

高
崎
女
子
高
校

渋
川
女
子
高
校

吾
妻
高
校

楽
し
く
安
全
に
故
郷
の
山
を
登
山

し
、
山
の
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に

登
山
の
喜
び
を
味
わ
い
、
健
康
と
体

力
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
県
民

登
山
大
会
は
、
今
年
で
二
十
二
回
目
、

十
一
月
八
日
　
（
日
）
　
安
中
市
下
秋
間

の
石
尊
山
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

信
越
化
学
醇
馬
事
業
所
山
岳
部
が

主
管
を
担
当
し
て
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
概
要
を
ご
案
内
し

ま
す
。
秋
深
い
一
目
、
静
か
な
里
山

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
に
ご
期
待
く
だ
さ

ヽ
●
　
○

◇
集
合
地
　
I
R
新
幹
線
・
新
安
中

駅
北
イ
ベ
ン
ト
広
場

◇
コ
ー
ス

◎
A
コ
ー
ス
　
（
一
般
向
き
）

集
合
地
　
（
バ
ス
輸
送
）
　
－
山
口

－
茶
臼
山
－
石
尊
山
－
集
合
地

《
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
ら
な
い

隠
れ
た
里
山
の
コ
ー
ス
で
す
》

◎
B
コ
ー
ス
　
（
健
脚
向
き
）

集
合
地
　
（
バ
ス
輸
送
）
　
－
安
中

市
総
合
運
動
公
園
－
天
神
山
－

浅
間
山
－
御
岳
山
－
石
尊
山
－

集
合
地

《
安
中
の
ア
ル
プ
ス
で
す
。
高

崎
～
安
中
市
街
の
展
望
も
。
山

火
事
跡
地
の
植
生
変
化
も
見
て

く
だ
さ
い
》

【
大
会
の
目
的
】

辞
馬
が
生
ん
だ
世
界
的
登
山
家
・
山

田
　
昇
氏
の
業
績
を
後
世
ま
で
伝
え
、

登
山
の
基
本
で
あ
る
体
力
を
競
い
合
い
、

登
山
の
啓
蒙
・
普
及
・
発
展
の
一
助
と

する。
◇
主
催
　
辞
馬
県
山
岳
連
盟

川
場
村

◇
期
日
　
平
成
十
年
十
月
四
日
　
（
日
）

小
雨
決
行

◇
前
夜
祭

十
月
三
日
　
（
土
）
　
十
八
時
～

川
場
村
文
化
会
館
　
ホ
テ
ル
S
L

◇
会
場醇

馬
県
利
根
郡
川
場
村
武
尊
山

◇
選
手
受
付
及
び
計
量

武
尊
高
原
川
場
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場

六
時
～
七
時

◇
参
加
料

山
田
昇
記
念
杯
の
部

三
枝
照
雄
賞
の
部

一
般
参
加
の
部

高
校
生
以
下

三
、
〇
〇
〇

一
、
五
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

一
、
五
〇
〇

※
前
夜
祭
参
加
希
望
者
は
、
右
記
参
加

料
に
一
、
〇
〇
〇
円
を
追
加
。

◇
申
し
込
み
・
資
料
請
求
先

轄
馬
県
利
根
郡
川
場
村
大
字
萩
室
三

八
五
　
川
場
村
観
光
協
会
内

山
田
昇
記
念
杯
登
山
競
争
大
会
係

◇
申
し
込
み
締
切
り

平
成
十
年
九
月
十
八
日
　
（
金
）
　
必
着
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